
「安さ」や「営業の印象」で選んで後悔しないために。プロが使う25のチェック項目

を、"なぜ重要か・良い会社の見分け方・危険なサイン・聞くべき質問"までまとめた保

存版です。相見積もりのときに、各社へ同じ視点で質問するだけで中身の差が見えてき

ます。

25 チェック項目 5 つの視点 相見積もりにそのまま使える

保存版・発注前チェック

失敗しない

ホームページ制作会社の

選び方完全ガイド

株式会社cantik

相模原・神奈川のホームページ制作／MEO・SEO・AIO・SNS・採用支援　cantik.co.jp
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では見えない「中身の差」と「誠実さ」が浮かび上がります。巻末の印刷用チェックリストは、印刷して

打ち合わせにお持ちいただけます。



1 はじめに｜制作会社選びで失敗しないために

ホームページ制作会社は全国に数多くあり、料金体系も体制も得意分野も会社ごとに大きく異なります。初

めて発注する方は比較の物差しを持たないまま、価格の安さや営業担当の印象で決めてしまいがちです。そ

の結果、公開してから「自分たちで更新できない」「問い合わせが増えない」「データやドメインを渡しても

らえない」といったズレが表面化するケースが少なくありません。

失敗の多くは、制作会社そのものの良し悪しというより、自社の目的と会社の得意分野・体制がかみ合って

いないことから起こります。デザインに強い会社、集客に強い会社、システム開発に強い会社は、それぞれ

別です。ですから「良い会社」を探すより先に、「自社に合う会社を見極める物差し」を持つことが、遠回

りに見えて確実な近道になります。

このガイドは、その物差しを5つの視点に整理した保存版です。相見積もりのときに各社へ同じ視点で質問

すれば、提示された金額だけでなく、その裏にある中身の差まで見えてきます。発注前・契約前のチェック

リストとして、必要なときに何度でも読み返してお使いください。

選び方の5つの視点

視点 1

費用は「総額」と「内訳」で見る

初期制作費だけでなく、保守・更新やドメイン・サ

ーバーなど公開後も続く費用まで含めて比較しま

す。見積書の内訳が具体的で、何にいくらかかるか

をきちんと説明できる会社を選びます。

視点 2

公開後の更新・保守の体制

誰がどこまで更新できるのか(自社での編集可否、依

頼した場合の対応スピードや費用)を事前に確認しま

す。作って終わりではなく、公開後に育てていける

仕組みがあるかを見ます。

視点 3

集客まで見据えているか

見栄えの良いサイトでも、見てもらえなければ問い

合わせにはつながりません。検索(SEO)やGoogleマ

ップ(MEO)、SNSなど、どうやって人を集めるかと

いう視点を持つ会社かを確かめます。

視点 4

契約・権利まわりの取り決め

制作物の著作権、ドメインやサーバーの名義、デー

タの引き渡し、解約時の扱いを契約前に確認しま

す。あとから「他社へ移せない」「データを渡しても

らえない」を避けるための要点です。

視点 5

実績と担当体制

自社と近い業種・規模の実績があるか、そして実際

に誰が担当するのかを見ます。制作事例だけでな

く、公開後にどう関わり続けてくれるかまで含めて

判断します。



2 費用・見積もりの見方

Web制作の見積もりは、総額の数字だけを見て判断すると、後から追加費用で膨らんだり、公開後に思

わぬ固定費がかかったりしがちです。同じ「50万円」でも、含まれる作業範囲や月々の費用構造がまっ

たく違うため、内訳と条件を読み解く目が発注側にも欠かせません。ここでは、見積書のどこを確認す

れば安心して発注できるかを、初めての方でも判断できる観点で整理します。金額の高い安いそのもの

より、「何にいくらかかり、どこまで含まれるか」を明確にできる会社かどうかが、長く付き合える相

手を見分ける軸になります。

✓ 初期費用・月額費用の内訳が、項目ごとに書面で提示されているか

Web制作の費用は、デザイン・コーディング・原稿作成・写真・スマホ対応・サーバー設定など、複数の

作業が積み重なって決まります。これが「制作一式 50万円」と1行だけで書かれていると、何にいくらか

かっているのか、どこを削れば予算に収まるのかを発注側が判断できません。項目ごとに分かれていれ

ば、自社で用意できる部分を外して費用を抑える交渉や、他社との条件を揃えた比較ができるようになり

ます。口頭やチャット本文だけの金額提示は、後で「言った・言わない」のトラブルになりやすく、発行

日や会社名の入った書面（PDFの見積書など）で残すことが自衛になります。初めての発注では、内訳を

どこまで丁寧に分けてくれるかが、その会社の誠実さを映す最初の指標になります。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「お見積もりを、デザイン・コーディング・原稿・写真・サーバー設定など、作業項目

ごとに金額を分けた書面でいただけますか。」

✓ 見積もりに含まれる範囲（ページ数・修正回数・原稿作成の有無）が明記されて

いるか

見積もりの総額が同じでも、「10ページ・修正3回まで・原稿は御社支給」と「5ページ・修正込み・原稿

と写真も制作会社が用意」では、中身がまったく違います。範囲があいまいなまま着手すると、途中で

「そのページは別料金です」「修正は2回目から追加になります」と言われ、当初の予算を超えてしまいが

ちです。とくに原稿（文章）は、自社で用意するのか制作会社が書くのかで工数が大きく変わり、後もめ

「トップページデザイン」「下層ページ○ページ

分」「原稿作成」「スマホ対応」など、作業単位

で金額が分かれている

✓

見積書に発行日・有効期限・会社名・担当者名

が明記され、PDFなどの書面で発行される

✓

「この項目は御社支給の場合は減額します」な

ど、条件による増減の考え方まで説明してくれ

る

✓

「Web制作一式」など、総額1行だけで内訳が

まったくない

✕

書面の発行を渋り、口頭やチャットの金額だけ

で契約を急がせる

✕

内訳を尋ねても「ざっくりこのくらい」で、項

目化を避け続ける

✕



の定番になっています。修正回数の上限と、その先の追加料金の考え方も、着手前に決めておくと安心で

す。含まれる範囲が紙に書いてあること自体が、発注側を守る保険になります。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「この金額に含まれるページ数と修正回数の上限、そして原稿と写真はどちらが用意す

るのかを、書面で明記していただけますか。」

✓ ドメイン・サーバー・保守など、毎月かかる費用が別か込みか分かるか

サイトは作って終わりではなく、公開し続けるためにドメイン（インターネット上の住所）とサーバー

（サイトを置く土地）の費用が、毎年あるいは毎月かかり続けます。これらが見積もりに含まれているの

か別途なのかが不明だと、公開後に思わぬ固定費が発生します。また「保守」と呼ばれる月額は中身が会

社ごとにバラバラで、サーバー代の実費だけのこともあれば、更新代行や障害監視まで含むこともありま

す。さらに、ドメインやサーバーの契約名義が誰になるかも重要で、制作会社名義のまま握られている

と、将来ほかの会社へ移すときに移管でもめることがあります。毎月の固定費は数年単位で総額が大きく

なるため、初期費用と同じ熱量で確認すべき項目です。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「ドメイン・サーバー・保守は初期費用に込みですか、それとも別途ですか。月額で行

う作業の内容と、それぞれの契約名義が誰になるのかを教えてください。」

ページ数、修正回数の上限、原稿・写真の担当

（支給か制作か）が、数字と主語つきで書かれ

ている

✓

「範囲外の作業が出た場合は、事前に見積もり

を出してから着手する」と明記されている

✓

着手前に要件を一覧化し、認識合わせの資料を

共有してくれる

✓

「だいたい一式で」「修正は柔軟に対応します」

など、数字も上限もない曖昧な表現に終始する

✕

原稿を誰が用意するかが決まっておらず、着手

後に「文章は御社でお願いします」と言われる

✕

契約後になって「それは別途です」が繰り返し

出てくる

✕

ドメイン・サーバー・保守が「初期費用に込み」

「月額別途○円」など、どこに入るか一覧で分

かる

✓

月額保守で具体的に何をしてくれるのか（更新

代行・バックアップ・障害対応など）が箇条書

きで示される

✓

ドメイン・サーバーの契約名義を、御社（発注

側）にする前提で説明してくれる

✓

「保守 月額○円」とだけあり、その中身の作業

がまったく説明されない

✕

ドメイン・サーバーを制作会社名義で契約し、

管理IDや契約情報を渡そうとしない

✕

「解約すると公開し続けられなくなる」など、

やめにくい構造が後から判明する

✕



✓ 公開後の修正・追加ページの料金表があるか

サイトは公開してからが本番で、営業時間の変更、キャンペーンの追加、写真の差し替えなど、細かな更

新が必ず発生します。このときの料金の決め方が事前に分かっていないと、「一文字直すのにいくら請求さ

れるか分からない」状態になり、更新をためらってサイトが古いまま放置されてしまいがちです。テキス

ト修正・画像差し替え・1ページ追加といった、よくある作業の単価やパック料金が示されていれば、公開

後の運用予算を立てられます。自社で更新できる管理画面をつけるのか、都度依頼するのかも、この料金

表があれば判断できます。長く付き合う相手だからこそ、公開後の値段が見えていることが信頼の指標に

なります。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「公開後のテキスト修正・画像差し替え・ページ追加について、料金表か目安の単価を

いただけますか。あわせて、自社で更新できる仕組みは選べますか。」

✓ 相場と比べて極端に安い／高い場合、その理由を説明できるか

金額の高い安いそのものが良し悪しなのではなく、その金額になっている理由を相手が説明できるかどう

かが判断材料になります。極端に安い場合は、テンプレートの流用、原稿や写真がすべて自社負担、公開

後に高めの月額で回収する設計など、安さの裏に条件が隠れていることがあります。逆に高い場合も、独

自デザインや戦略設計、撮影やライティングまで含むといった正当な理由があれば納得できます。大切な

のは、なぜこの価格になるのかを噛み砕いて説明できることで、その説明を面倒がる相手は避けるのが無

難です。同じ条件で複数社から見積もりを取って比べると、価格差が何を意味しているのかが見えてきま

す。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

テキスト修正・画像差し替え・ページ追加など

の単価や時間単価、または月額の更新パックが

提示される

✓

「軽微な修正は月額内、大きな改修は別途見積

もり」など、対応範囲の線引きが明確

✓

自社で更新できる管理画面（CMS）を選べる

か、その場合の操作サポートまで説明してくれ

る

✓

公開後の料金は「その都度お見積もり」とだけ

で、目安の単価が一切示されない

✕

軽微な文字修正でも毎回まとまった費用がかか

る前提で、対応も遅そうに感じる

✕

更新を制作会社経由でしかできない仕組みなの

に、その単価も不透明

✕

なぜこの価格になるのかを、作業量や含まれる

範囲に紐づけて具体的に説明できる

✓

安さの条件（テンプレート利用・原稿や写真の

支給など）や、高さの根拠（撮影・独自設計な

ど）を隠さず伝える

✓

相見積もりを歓迎し、他社との条件の違いを一

緒に整理してくれる

✓

「今だけ」「この場で契約なら特別価格」など、

理由の説明ではなく急かしで押してくる

✕

極端に安いのに、契約期間の縛りや月額、追加

費用の説明を避ける

✕

なぜこの金額かを尋ねると、曖昧にごまかす、

または不機嫌になる

✕



発注前に聞く 「他社より安い（あるいは高い）ようですが、その差は何によるものか、含まれる範囲

や作業量の違いで説明していただけますか。」

プロのワンポイント。見積もりは、できれば2〜3社から同じ条件で取り、「総額」ではなく「初期費用＋

月額×契約想定年数」の総支払額で並べると、本当の差が見えてきます。金額の大小そのものよりも、質問

に丁寧に答え、条件を書面できちんと残してくれるかどうかが、長く安心して付き合える会社を見分ける決

め手になります。



3 公開後の運用・更新・サポート

Webサイトは公開した瞬間がゴールではなく、そこからが本当のスタートです。営業時間やメニューは

変わり、CMSやプラグインは放置すれば古くなり、アクセス状況を見れば直したい箇所も出てきます。

制作費だけで会社を選ぶと、公開後に「更新のたびに費用がかさむ」「連絡がつかず放置サイトになる」

といった落とし穴にはまりがちです。だからこそ、発注前に運用・更新・サポートの体制を具体的に確

認しておくことが、長く使えるサイトになるかどうかを分けます。

✓ 自社で文章や画像を更新できる仕組み（CMSなど）があるか

営業時間、料金、キャンペーン、臨時休業のお知らせなど、サイトの情報は必ず変わっていきます。そのた

びに制作会社へ依頼していると、ちょっとした一文の修正でも費用と待ち時間が発生し、更新が後回しに

なりがちです。WordPressやSTUDIOのような管理画面（CMS）があれば、簡単な文言や画像の差し替

えは自社で完結できます。ただし「CMSが入っている」だけでは不十分で、実際に自分たちが操作できる

か、マニュアルや初期レクチャーが用意されているかが分かれ目です。逆に全部を業者依存で作られてい

ると、頼まないと何も直せず、担当者が辞めたときにサイトが更新できなくなるリスクを抱えます。まず、

どこを自社で編集でき、どこは触らない方がよいのかを最初に線引きしてもらいましょう。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「公開後、私たちが自分で更新できるのはどの部分ですか。操作マニュアルや使い方の

説明会は用意されていますか。」

✓ 更新を依頼する場合の対応スピードと料金の目安が分かるか

自社で編集できない部分は、業者に更新を依頼することになります。このとき「1件いくら」「何営業日で

対応」といった目安が事前に分かっていないと、依頼のたびに見積もり待ちで話が止まり、月々の費用も

読めません。特に、誤字の修正や価格変更、臨時休業の告知など急ぎの更新でスピードが出ないと、その

まま機会損失につながります。月額の保守費に更新作業が含まれるのか、都度課金なのか、月に何回まで

なら追加費用なしなのかを、契約前に確認しておくことが大切です。ここが曖昧なまま契約すると、あと

WordPressなど一般的なCMSを使い、管理画

面の操作マニュアルや初期レクチャーを用意し

ている

✓

自社で編集してよい箇所と、デザインが崩れや

すいため触らない方がよい箇所を最初に説明し

てくれる

✓

お知らせ・ブログ・料金表など更新頻度の高い

箇所を、専門知識なしでも編集できる形で作っ

ている

✓

「更新は全部うちに任せてください」と、自社

で編集する手段を一切渡さない

✕

その会社しか触れない独自システムで、乗り換

えると作り直しになる作りになっている

✕

管理画面はあるが、少し触るとレイアウトが崩

れてしまい実質使えない

✕



から「その作業は別料金です」と積み上がっていきます。軽微な修正と、ページ追加のような大きい作業

の線引きも聞いておくと安心です。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「文言の修正や画像の差し替えを頼む場合、1件あたりの費用と対応日数の目安を教え

てください。月額に含まれる作業範囲はどこまでですか。」

✓ 保守・サポートの範囲（不具合対応・バックアップ・セキュリティ更新）が明確

か

公開後のサイトは、放置すると壊れることがあります。特にWordPressなどは、本体やプラグインの更新

を怠ると表示の不具合や、改ざん・スパムの埋め込みといったセキュリティ被害につながります。さらに

バックアップを取っていなければ、トラブルが起きたときに元に戻せず、作り直しになってしまいます。

「保守契約」と一口に言っても中身は会社ごとに大きく違うため、サーバー・ドメイン管理、定期バック

アップ、CMSやプラグインのアップデート、不具合対応、SSL（暗号化通信）の更新のどこまでが含まれ

るかを一覧で確認することが重要です。保守として具体的に何をしてくれるのかが言語化されているかど

うかが、信頼できる会社かの分かれ目になります。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「保守契約に含まれる作業を一覧で見せてください。バックアップはどのくらいの頻度

で取り、サイトが表示できなくなったときはどう対応していただけますか。」

「テキスト修正は1件◯円・◯営業日」のよう

に、作業内容ごとの料金と納期の目安を提示で

きる

✓

月額プランに含まれる更新回数や作業範囲を、

書面で明示している

✓

軽微な修正と、ページ追加など大きい作業の線

引きを最初に説明してくれる

✓

料金も納期も「そのつど見積もり」としか答え

ず、おおよその目安すら出せない

✕

保守費は毎月取るのに何が含まれるか曖昧で、

更新を頼むたびに追加請求になる

✕

修正依頼への着手が遅く、いつ対応されるのか

分からない

✕

保守内容を、バックアップ頻度・アップデート

対応・障害時対応・SSL更新などの項目で明文

化している

✓

バックアップをどのくらいの頻度で取り、トラ

ブル時にどう復旧するかを具体的に説明できる

✓

サーバー障害やサイトダウン時の連絡先と、対

応する時間帯が決まっている

✓

「保守込みです」と言うだけで、具体的に何を

するのかを説明できない

✕

バックアップを取っていない、または取得状況

を聞いても答えられない

✕

不具合対応が有償か無償か、いつまで対応して

くれるのかが曖昧

✕



✓ 担当者と連絡が取りやすい体制か（窓口・返信スピード）

公開後は「ここを少し直したい」「急ぎで告知を出したい」といった相談が日常的に発生します。このとき

連絡窓口が分かりにくかったり、返信が何日も来なかったりすると、運用がそのたびに止まってしまいま

す。担当者が1人だけの属人的な体制だと、その人が休みや退職のときに連絡が途切れるリスクもありま

す。連絡手段（メール・電話・チャット・LINEなど）、対応してもらえる時間帯、返信のおおよその目安、

担当者が不在のときのバックアップ体制を、契約前に確認しておきましょう。制作スキルそのものより、

レスポンスの速さや相性の方が、長く付き合ううえで満足度に効いてくることも少なくありません。やり

とりが記録に残る形かどうかも見ておくと安心です。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「公開後の連絡は、どの窓口にどの方法で行いますか。返信はどのくらいで返していた

だけて、担当者が不在のときは誰が対応してくれますか。」

✓ 公開後の改善提案をしてくれる姿勢があるか

Webサイトは公開した時点が完成ではなく、アクセス状況を見ながら少しずつ育てていくものです。「問い

合わせがなかなか増えない」「見られているページが偏っている」といった課題は、公開後のデータを見て

初めて分かります。作りっぱなしで放置する会社と、GA4などのアクセス解析を見て「この導線を変えて

みましょう」と一緒に考えてくれる会社とでは、時間が経つほど差が開いていきます。一方で「これで必

ず成果が出ます」といった根拠のない断定はむしろ警戒すべきで、大切なのはデータをもとに改善を一緒

に考える姿勢があるかどうかです。定期的なレポートや振り返りの打ち合わせが用意されているかを確認

しておくと、公開後も前に進み続けられます。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

連絡窓口と手段、返信のおおよその目安時間

が、最初に取り決められている

✓

担当者が不在でも会社として対応できるよう、

引き継ぎや複数人の体制がある

✓

問い合わせのやりとりがチャットやメールなど

記録に残る形で、「言った・言わない」になりに

くい

✓

連絡先が担当者個人の携帯だけ、または返信が

いつ来るのか分からない

✕

対応が1人に属人化していて、その人と連絡が

取れないと何も進まない

✕

問い合わせても数日返信がなく、既読スルーが

常態化している

✕

アクセス解析を設置し、数字を見ながら具体的

な改善点を提案してくれる

✓

定期的なレポートや振り返りの打ち合わせの機

会を用意している

✓

成果を断定せず、データと仮説をもとに一緒に

改善を考える姿勢がある

✓

納品後は連絡がなく、こちらから言わない限り

何も動いてくれない

✕

「必ず問い合わせが増えます」など、根拠を示

さず成果を断定する

✕

アクセス解析を設置していない、または数字を

見ずに感覚だけで話を進める

✕



発注前に聞く 「公開後、アクセス状況を見た改善の提案や振り返りの機会はありますか。あるとすれ

ば、どのくらいの頻度でどんな形で行っていただけますか。」

プロのワンポイント。運用体制は「口頭の約束」ではなく「見積書・契約書に書いてあるか」で判断して

ください。「対応します」という言葉は、担当者が変わると簡単に消えてしまいます。保守の範囲・更新料

金の目安・連絡窓口・改善提案の頻度をまとめた1枚を書面でもらっておくと、時間が経っても、担当者が

入れ替わっても、約束が守られやすくなります。



4 集客・SEO / MEO / AIO の設計

どれだけ美しいサイトを作っても、見てもらえなければ問い合わせにはつながりません。集客の設計は

「作った後にどう人を集めるか」ではなく、制作の段階から組み込んでおくべき土台です。SEO・

MEO・AIO・SNS連携・サイト内の導線という5つの視点は、それぞれ別の対策のようでいて、実は

「見つけてもらう→訪れてもらう→行動してもらう」という一本の流れでつながっています。発注前に

この流れが設計に入っているかを確認するだけで、公開後の成果は大きく変わります。

✓ 検索で見つけてもらうためのSEO対策が制作に含まれているか

SEOとは、GoogleやYahoo!で検索したときに自社サイトを見つけてもらいやすくするための対策です。

具体的にはページの見出し構造、タイトルや説明文（メタ情報）、表示速度、スマホ対応、内部リンクとい

った土台を、制作の段階から正しく組み込むことを指します。これらは公開後に付け足そうとすると作り

直しに近い手間がかかるため、最初の設計に入っているかどうかが重要になります。中小事業者の場合、

全国の激戦キーワードで戦うよりも「地域名×業種×サービス」のような具体的な検索で見つけてもらうほ

うが現実的で、その狙いが設計に反映されているかを見ます。なお、検索順位はGoogleのアルゴリズムで

決まるため、どの制作会社でも順位そのものを保証することはできません。「必ず上位」といった約束は、

その時点で誠実さを疑う材料になります。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「このサイトでは、どんな検索キーワードで見つけてもらうことを狙い、そのために制

作段階で具体的に何をしていただけますか？」

✓ Googleマップ・地図検索での露出（MEO）を考慮しているか

MEOとは、Googleマップやスマホの地図検索で自社の店舗を見つけてもらいやすくする対策で、その中

心になるのが「Googleビジネスプロフィール」です。店舗・クリニック・飲食・サロンのように来店して

もらうビジネスでは、「地域名＋業種」で検索するとマップ枠が検索結果の上のほうに表示されるため、こ

こに載るかどうかが来店数に直結します。サイトを作っただけでGoogleビジネスプロフィールと連携して

いないと、せっかくの来店見込み客を取りこぼしてしまいます。ポイントは、店名・住所・電話番号

（NAP）をサイトと地図情報で完全に一致させること、そして口コミが集まる導線を用意することです。

タイトル・見出し・メタ情報を1ページずつ設

計し、狙う検索キーワードを事前にすり合わせ

てくれる

✓

表示速度・スマホ表示・内部リンクなど、目に

見えない土台の対策まで提案に含めている

✓

「地域×業種」など現実的なキーワードで成果

を狙う方針を、理由とともに説明できる

✓

「SEO対策込み」と書いてあるだけで、具体的

に何をするかを説明できない

✕

検索順位や上位表示を保証・断言する✕

キーワードのすり合わせをせず、デザインだけ

作って納品しようとする

✕



一方で、来店を前提としないオンライン完結型やBtoBの事業では優先度が下がるので、自社にとって必要

かどうかを見極めることも大切です。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「来店を増やしたいので、Googleマップや地図検索で見つけてもらう対策と、サイト

との連携はどう考えていますか？」

✓ AI検索（ChatGPT等）で引用されやすい構成（AIO）を意識しているか

AIOとは、ChatGPTやGemini、Googleの「AIによる概要」といったAI検索に、自社サイトの情報が引

用・紹介されやすくするための考え方です。最近は「◯◯市でおすすめの△△は？」とAIに尋ねる人が増

えており、AIは情報が整理され、事実がはっきり書かれているサイトを参照しやすい性質があります。具

体的には、会社情報・サービス内容・料金の目安・よくある質問（FAQ）などを、あいまいな表現ではな

く明確に記述しておくことが土台になります。加えて、検索エンジンやAIが内容を正しく読み取れるよう

構造化データ（schema）を入れる、自社ならではの具体例や一次情報を載せる、といった工夫が効いて

きます。まだ発展途上の分野で確実な方法があるわけではないため、「AI検索で必ず出る」といった保証は

できませんが、正確で分かりやすい情報設計はSEOとも共通し、やって損のない土台です。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「ChatGPTなどのAI検索で紹介されやすくするために、情報の書き方や構造化データ

の面でできることはありますか？」

来店型のビジネスかどうかを踏まえ、Google

ビジネスプロフィールとサイトの連携を提案し

てくれる

✓

店名・住所・電話番号をサイトと地図情報で一

致させる重要性を説明できる

✓

口コミを集める導線（QRコードや案内ページ

など）まで踏み込んで考えている

✓

来店型のビジネスなのに、マップ検索の話が一

度も出てこない

✕

MEOを高額な月額オプションとして必須のよう

に売り込むが、中身が不透明

✕

Googleビジネスプロフィールの情報とサイトの

記載がばらばらのまま納品される

✕

FAQや会社情報・サービス内容を、あいまいに

せず明確な文章で構造化して用意している

✓

構造化データ（schema）など、機械が内容を

読み取りやすくする実装に触れている

✓

AI検索は発展途上だと正直に伝えたうえで、今

できる土台づくりを説明できる

✓

「AIOで必ず引用される」など、確約できない

ことを断言する

✕

AIO対策と称して高額なオプションを勧める

が、具体的な実装内容がない

✕

情報が薄く抽象的なままで、独自の具体例や事

実が載っていない

✕



✓ SNSやその他の集客チャネルとサイトの連携が設計されているか

どれだけ良いサイトでも、それ単体で人が集まることはまれです。実際にはInstagramやLINE、チラシの

QRコード、広告など複数の入口からサイトに人を呼び込み、サイトから予約や問い合わせ、LINEの友だ

ち追加へとつなげる、という流れで集客は回ります。そのため、SNSのプロフィールからサイトへ、サイ

トからSNSやLINEへと相互に行き来できる導線が設計されているかが大切です。また、SNSでシェアされ

たときに正しくタイトルや画像が表示されるOGP設定など、地味でも取りこぼしを防ぐ実装があります。

中小事業者ではSNSが主な集客の場になっていることも多く、その場合はサイトが「受け皿」としてきち

んと機能する設計かどうかが成果を分けます。フッターにSNSアイコンを貼るだけで「連携済み」とする

のは、実質的な連携とは言えません。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「今使っているSNSや集客の入口とサイトを、どうつなげて行き来させる設計にしてい

ただけますか？」

✓ 問い合わせ・予約などのゴールへの導線が分かりやすく設計されているか

集客で人を集め、サイトに来てもらえても、最終的なゴール（問い合わせ・予約・購入・資料請求など）

にたどり着いてもらえなければ成果にはつながりません。ここで効いてくるのが、行動ボタン（CTA）の

位置や文言の分かりやすさ、電話番号をタップですぐ発信できるか、フォームの入力項目が多すぎて途中

で諦められないか、といった導線の設計です。特にスマホで見る人が多いため、指で押しやすく、どのペ

ージからでも迷わずゴールへ進める作りになっているかが重要になります。集客の取りこぼしの中でも、

この最後の一歩でつまずくのは最ももったいないポイントです。良い制作会社は、公開後に「どこで離脱

しているか」を計測し改善できる状態まで用意していることが多く、作って終わりにしないかどうかも確

認したい点です。

どの入口（SNS・広告・LINE・チラシなど）か

ら集客するかを一緒に整理し、サイトを受け皿

として設計してくれる

✓

LINE公式アカウントやSNSへの導線、シェア時

の表示（OGP）まで具体的に提案する

✓

今すでに使っているチャネルを聞き取り、それ

に合わせた連携を考えている

✓

フッターにSNSアイコンを並べるだけで「SNS

連携済み」と説明する

✕

どのチャネルから人を呼ぶかを一切ヒアリング

しないまま制作を進める

✕

サイトを作れば自然に人が来る、という前提で

話が進む

✕



◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「訪れた人が問い合わせや予約まで迷わず進めるよう、導線と公開後の計測はどう設計

していただけますか？」

プロのワンポイント。SEO・MEO・AIO・SNS・導線は別々の施策ではなく、「見つけてもらう→訪れて

もらう→行動してもらう」という一本の流れです。すべてを一度に完璧にする必要はなく、自社のお客様が

どこから来て何で迷うかを起点に、優先順位をつけて設計してくれる会社ほど信頼できます。

問い合わせや予約というゴールを最初に決め、

そこへ迷わず進む導線から逆算して設計する

✓

スマホでの押しやすさ、電話のタップ発信、フ

ォーム項目の絞り込みまで具体的に配慮してい

る

✓

公開後にどこで離脱しているかを計測・改善で

きる仕組み（アクセス解析など）を提案する

✓

行動ボタンや問い合わせ先が分かりにくく、ど

こから連絡すればよいか迷う作りになっている

✕

フォームの入力項目が多く、スマホでの操作が

考えられていない

✕

「作って納品して終わり」で、公開後の計測や

改善の話が一切出てこない

✕



5 契約・データ・権利

このセクションは、サイトそのものの「所有権」と「もしもの時の出口」を守るための確認事項です。

デザインの見栄えや初期費用に目が行きがちですが、契約・データ・権利の設計は、後から取り返しが

つきにくい部分ほど見えにくいところに隠れています。ここが曖昧なまま発注すると、いざ制作会社を

変えたい・自社で管理したいというときに、サイトやドメインが実質的に人質になり、余計な費用や時

間がかかることがあります。派手さはありませんが、最初に一つずつ確認しておくだけで、その後の主

導権を自社に残せる、いわば土台の部分です。

✓ ドメイン・サーバーの契約名義が自社になっているか（または移管できるか）

ドメインとサーバーは、自社サイトにとっての「土地と建物」にあたります。契約名義が制作会社のままだ

と、付き合いを続ける限り主導権が相手側に残り、解約や乗り換えのときにサイトを止められたり、更新

費用を言い値で払い続けることになりかねません。ドメインは会社の信用や、そのドメインを使ったメー

ルアドレスにも直結するため、失うと影響が事業全体に及びます。名義が自社であれば、どの制作会社と

も対等に付き合え、いざというときに自分の判断で他社へ移せます。制作会社が代行して取得・管理して

くれること自体は便利で問題ありませんが、あくまで「名義は自社、管理を任せている」状態が健全で

す。最初に名義と管理画面の所在を確認しておくことが、後々の自由度を大きく左右します。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「ドメインとサーバーの契約名義は自社にできますか。難しい場合、解約時に自社名義

へ移管できますか。」

✓ 制作したデータ（デザイン・原稿・画像）の権利や引き渡し条件が明記されてい

るか

見落とされがちですが、制作物の著作権は、契約で定めない限り制作した側に残るのが原則です。契約書

に権利の帰属や利用範囲を書いておかないと、後で他社に改修を頼めない、作った素材を別の用途（チラ

シやSNS）に使えない、といった制約が後から出てくることがあります。特にデザインの元データ

（FigmaやIllustrator、Photoshopのファイル）は、納品物に含まれるかどうかを明示していないと受け

取れないことが多いです。写真や有料フォントは、ライセンスが制作会社側に紐づいていて、そのまま流用

できない場合もあります。権利をすべて譲渡してもらうのか、使用を許諾してもらうのかで、その後にで

ドメインは最初から自社名義で取得することを

提案し、管理画面のIDを共有する前提で話す

✓

自社が管理を代行する場合でも、名義は発注者

側にできると説明できる

✓

解約時の移管手順を具体的に説明できる✓

説明もなく「うちで一括管理するので名義は当

社です」と決めてしまう

✕

ドメインの所有者情報（Whoisや管理画面）を

見せたがらない

✕

解約時に自社名義へ移せるかを聞いても曖昧な

まま濁す

✕



きることが変わります。ここを契約前に文書で固めておくと、将来どの会社と組んでも自社の資産として

活かせます。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「納品物の著作権と利用範囲、デザイン元データや原稿の引き渡し条件を契約書に明記

いただけますか。」

✓ 契約期間・解約条件・違約金の有無が書面で確認できるか

特に月額保守やサブスク型のプランでは、最低契約期間や中途解約時の違約金が設定されていることがあ

ります。書面で確認しないまま進めると、思ったより長く縛られる、やめたいのに高額な違約金を請求さ

れる、といった事態になりかねません。契約が自動更新される場合、解約の申し出をいつまでにすればよ

いか（解約予告期間）も要チェックです。中小事業者にとって固定費は資金繰りに直結するため、「いつ・

いくらで・どうやってやめられるか」を発注前に把握しておくことが安心につながります。口頭で「いつ

でもやめられます」と言われても、実際の条件は書面で残してもらうのが基本です。良い会社ほど、この

質問に嫌がらず、むしろ丁寧に条件を提示してくれます。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「契約期間・自動更新の有無・解約予告の期限・中途解約時の違約金を、書面で示して

いただけますか。」

✓ 解約後にサイトが残るのか・消えるのかが説明されているか

サイトが制作会社のサーバーや独自のシステム上に載っている場合、解約と同時に公開が止まり、そのま

ま消えてしまうことがあります。特に「制作費0円・月額のみ」といったプランは、この構造になっている

ことが少なくありません。自社でドメインとサーバーを持っていればサイトは手元に残りますが、そうで

ない場合は解約がそのままサイト消滅につながりうるのです。せっかく積み上げた検索エンジンの評価

契約書に著作権の帰属や利用許諾の範囲がはっ

きり書かれている

✓

デザイン元データや原稿を納品物に含めるかど

うかを明示している

✓

使用する写真やフォントのライセンス条件を先

に説明してくれる

✓

理由も代替案も示さず「データはお渡しできま

せん」の一点張り

✕

権利や引き渡しについて契約書に一切の記載が

ない

✕

写真やフォントを流用してよいか聞いても確認

せず曖昧に答える

✕

契約期間・更新方法・解約予告期間・違約金の

有無が書面に明記されている

✓

口頭の説明と契約書の内容が一致している✓

解約条件を尋ねても嫌がらず、具体的に答えて

くれる

✓

契約書がなく口約束だけで進めようとする✕

「最低◯年」などの縛りを契約直前や後になっ

て出してくる

✕

自動更新なのに解約予告期間が長い、違約金の

金額が不透明

✕



や、問い合わせにつながる導線を、一度の解約で失うのは大きな損失です。だからこそ、契約を続ける間

の話だけでなく「やめた後にどうなるか」を発注前に確認しておく必要があります。残せるのか、データ

を引き取れるのか、その手順まで説明できる会社なら安心です。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「解約した場合、サイトのデータやページはどうなりますか。残す方法や自社で引き取

る方法はありますか。」

✓ 他社へ引き継ぐ際に必要な情報（ログイン権限など）を渡してもらえるか

事業を続けていれば、別の会社に乗り換えたい、あるいは自社で管理したい、という場面がいずれ出てく

るかもしれません。そのときに必要になるのが、ドメインの管理画面、サーバー、CMS（WordPressな

ど）、アクセス解析、その他各種アカウントのログイン情報一式です。これらを渡してもらえないと、たと

えサイト自体は手元にあっても実質的に引き継ぎができず、その会社に居続けるしかない「囲い込み」の

状態になります。健全な会社は、引き継ぎを求められれば情報を整理して渡す姿勢を持っています。逆

に、ログイン情報を握って離さないことで顧客をつなぎ止めようとする会社は、長期的な信頼関係を築き

にくい相手です。標準的な仕組み（WordPressなど）で作られていれば、他社でも引き継ぎやすいという

点も、あわせて確認しておくとよいでしょう。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「将来、他社や自社に引き継ぐ場合、ドメイン・サーバー・CMS・解析などのログイ

ン情報一式をお渡しいただけますか。」

自社ドメイン・自社サーバー前提で、解約後も

サイトが残る構成を提案する

✓

残す場合の移管手順やデータの受け渡し方法を

説明できる

✓

プランごとに解約後の扱いが違う点を正直に説

明してくれる

✓

「解約したらサイトは消えます」という前提を

契約前に伝えない

✕

外部に持ち出せない独自システムにサイトを囲

い込む

✕

サイトのデータを書き出す（エクスポートする）

手段がない

✕

求めればドメイン・サーバー・CMS・解析など

のログイン情報一式を渡す方針を明言する

✓

サイト構成や接続情報をまとめた引き継ぎ資料

を用意できる

✓

WordPressなど広く使われている仕組みで制

作している

✓

「ログイン情報はお渡しできません」と理由な

く断る

✕

管理画面を一度も見せず、更新もすべて自社経

由に限定する

✕

独自仕様でブラックボックス化し、他社が触れ

ない状態にしている

✕



プロのワンポイント。契約前に一度だけ、「もし解約したくなったら、どうなりますか」と素直に聞いてみ

てください。この質問に具体的に、嫌がらずに答えられる会社は、囲い込みではなく信頼で選ばれること

を前提に仕事をしています。逆に言葉を濁したり話をそらす場合は、条件を書面で残してもらうまで契約を

急がないのが安全です。



6 実績・対応品質・提案力

Webサイトは、車や家電のようにスペック表で優劣を比べられる商品ではありません。品質の良し悪し

が本当に分かるのは、発注してサイトが動き出してから。だからこそ発注前は「これまで何を作ってき

たか（実績）」「どう向き合ってくれるか（対応品質）」「何を提案してくるか（提案力）」の3点で見極め

ます。この3つは、その会社があなたの事業の成果を自分ごととして考えているかを、契約前に映し出

す鏡です。

✓ 自社と近い業種・目的の制作実績があるか

技術力の高い会社でも、あなたの業界のお客様の心理や購買行動まで理解しているとは限りません。飲食

店のサイトと、BtoBの製造業のサイトでは、必要な構成・言葉・導線がまったく違います。近い業種の経

験がある会社は、その業界のお客様が何で迷うか、どんな言葉が響くか、繁忙期や競合の傾向まで既に知

っているため、あなたがゼロから説明しなくても話が進みます。さらに「集客」「予約」「採用」「通販」と

いった目的の経験も重要で、見た目のきれいなサイトと、問い合わせが来るサイトは設計思想が異なりま

す。近い経験は、打ち合わせの手戻りとイメージのズレを大きく減らしてくれます。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「私たちと同じ業種、または集客・予約・採用など同じ目的でつくった事例はあります

か。差し支えなければ2〜3件見せてください。」

✓ 実績が具体的に確認できるか（公開されたサイトや事例として）

「制作実績◯◯件」という数字や、社名を伏せたサムネイル画像だけでは、本当にその会社が作ったの

か、どこまで担当したのかが分かりません。今も公開されている実際のURLを見れば、表示の速さ・スマ

ホでの見え方・文章の質・更新のされ方まで、あなた自身の目で確かめられます。テンプレートの販売

や、下請けとして作ったものに名前だけ載せている場合もあるため、「公開中のサイトを見せられるか」は

信頼の分かれ目になります。守秘義務で見せられない案件があること自体は正当ですが、その場合でも代

わりに何を見せられるか、どんな理由かを正直に話せるかで誠実さが分かります。画像や実績数の多さよ

り、生きたサイトを1つでも確認できることを重視してください。

同じ業種、または予約・採用・通販など近い目

的の事例を、聞くとすぐ複数挙げられる

✓

「御社の業種だとお客様はここで迷うので」な

ど、業種特有の顧客心理を具体的に語れる

✓

近い実績が無くても、業界を理解するための下

調べ・情報収集の手順を説明できる

✓

どんな業種でも「得意です」「何でもできます」

で済ませ、具体例が出てこない

✕

見せられる事例が見た目の紹介ばかりで、業種

も目的もバラバラで一貫性がない

✕

自社の業種を説明しても、顧客像や商売の流れ

への質問が返ってこない

✕



◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「いま実際に公開されているサイトのURLで、御社が制作を担当したものを見せていた

だけますか。どこまで担当されたかも教えてください。」

✓ ヒアリングで自社の課題や目的を丁寧に聞いてくれるか

サイトは「作ること」よりも「何のために作るか」で成果が決まります。良い会社は、いきなりデザイン

や金額の話から入らず、あなたの事業・お客様・困りごと・目標をまず丁寧に聞きます。ヒアリングが浅

いまま作られたサイトは、見た目が整っていても「誰に何を伝えるか」がぼやけ、問い合わせにつながり

にくくなります。逆に、答えにくい質問（利益の出やすい商品、あえて来てほしくない客層など）まで踏

み込む会社は、成果から逆算して設計している証拠です。最初の打ち合わせでどれだけ質問されたか、そ

の質問がどれだけ具体的だったかが、その後の品質をそのまま映します。ここは追加費用のかからない見

極めポイントなので、必ず初回対応で確認してください。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「契約前の打ち合わせでは、私たちのビジネスや課題についてどんなことを伺います

か。どのくらい時間をかけてヒアリングしていますか。」

✓ 専門用語を分かりやすく説明してくれるか

Web制作には、SEO・CMS・レスポンシブ・ドメイン・サーバーなど聞き慣れない言葉が多く、発注側

が理解できないまま話が進むと、後から「思っていたのと違う」が起こりやすくなります。良い会社は、

専門用語をあなたの言葉に翻訳し、「なぜそれが必要か」「やらないとどうなるか」まで噛み砕いて説明し

ます。これは単なる親切さの問題ではなく、あなたが対等に判断できる状態を作ってくれるかどうかの問

題です。用語で煙に巻いて、必要かどうか分からない追加費用を通そうとする業者もいるため、「分かるま

現在公開中のサイトのURLを提示でき、その場

で開いて中身を確認できる

✓

「この部分をこういう狙いで作った」と、担当

範囲や意図を具体的に説明できる

✓

守秘で見せられない案件は理由を正直に伝え、

代わりに見せられる事例を出す

✓

実績がスクリーンショット画像だけで、開ける

URLを一切見せない

✕

件数や有名企業のロゴだけを強調し、個別の中

身や担当範囲に触れない

✕

見せられた事例がすでに閉鎖・エラー・長期間

放置の状態になっている

✕

デザインや価格より先に、事業内容・顧客・目

標・現状の困りごとを質問してくる

✓

「誰に、何をしてほしいサイトか」を一緒に言

葉にして整理してくれる

✓

こちらの回答に対し、さらに掘り下げたり要点

をまとめ直して返してくれる

✓

初回から「何ページ・いくら・いつまで」とい

う作業条件の話に終始する

✕

質問がテンプレート的で、自社の業種や事情に

踏み込んでこない

✕

こちらの要望をそのまま鵜呑みにし、その目的

や背景を確認しない

✕



で説明してくれるか」は自衛にもなります。見るべきは知識の量ではなく、相手に合わせて伝えようとす

る姿勢です。質問しづらい雰囲気の相手とは、公開後の運用も続けにくいと考えてください。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「Webにあまり詳しくないのですが、専門用語はかみ砕いて説明してもらえますか。

分からない点はその都度質問しても大丈夫でしょうか。」

✓ 提案が「作りたいもの」ではなく「成果につながるもの」になっているか

サイトは作って終わりではなく、集客・予約・採用など事業の目的を果たして初めて意味を持ちます。注

意したいのは、発注側の「かっこいいサイトにしたい」という希望に、ただ全部合わせるだけの提案で

す。見た目の満足と成果は必ずしも一致せず、むしろ目的に照らして「それは不要です」「ここにお金をか

けましょう」と言ってくれる会社の方が、結果的に役立ちます。良い提案には、狙う相手・達成したいこ

と・そのための構成の理由が、きちんと言葉で書かれています。逆に、機能やページ数の多さ、流行りの

演出を売りにするだけの提案は、目的と関係のない出費になりがちです。それぞれの提案が「何のためか」

を説明できるかどうかを見てください。

◎ 良い会社の見分け方 △ 危険なサイン

発注前に聞く 「この提案は、私たちのどの目的（集客・予約・採用など）を達成するためのものです

か。それぞれの要素が何のために必要か教えてください。」

プロのワンポイント。実績・ヒアリング・提案は別々の項目に見えて、実は「その会社があなたの成果を

自分ごととして考えているか」という一本の軸でつながっています。契約前の打ち合わせを1回受ければ、

質問の深さ・説明の丁寧さ・提案の狙いの3つで、その姿勢はほぼ見抜けます。安さや納期の速さだけで決

めず、この初回対応の質を必ず判断材料に加えてください。

専門用語を、身近な例えや平易な言葉に置き換

えて説明してくれる

✓

「これは今は不要」「これは必要」と、あなたに

とっての要否まで教えてくれる

✓

質問を歓迎し、「何度でも聞いてください」とい

う態度がある

✓

横文字や略語を多用し、質問しても同じ用語で

言い換えるだけで通じない

✕

「専門的なので任せてください」で説明を省

き、費用の内訳を見せない

✕

こちらが詳しくない前提で、不安を煽って高い

提案に誘導しようとする

✕

提案に「誰に・何をしてもらうため」という目

的がはっきり書かれている

✓

こちらの要望でも、目的に合わなければ「不要」

「別の方法」と代案を出す

✓

公開後にどう成果を確かめるか（問い合わせ数

やアクセスの見方など）まで触れる

✓

ページ数・機能・最新の演出など「盛り込む量」

を提案の中心に据える

✕

要望を全部「できます」と受けるだけで、優先

順位や取捨選択がない

✕

「これで問い合わせが増えます」など、根拠を

示さずに効果を断定する

✕



7 よくある失敗例

✕ 金額の安さだけで比べて決めてしまう

「A社は30万円、B社は80万円」のように総額だけで比較すると、見積もりに含まれる作業範囲が各社で違

うことを見落としがちです。安い見積もりは、原稿作成・写真手配・公開後の修正などが別料金になってい

ることも少なくありません。金額は「何が含まれて、何が含まれないか」まで条件を揃えて初めて正しく比

較できます。まずは各社に作業範囲の内訳を出してもらい、同じ土俵で見比べましょう。

✕ 目的を決めず「とりあえず作る／おまかせ」で発注してしまう

「とりあえずホームページが欲しい」だけで発注すると、完成しても誰に何を伝えるサイトなのかが曖昧な

ままになりがちです。目的（問い合わせを増やしたい／会社の信頼感を出したい／採用に使いたい等）が定

まっていないと、制作会社も判断の基準を持てず、修正が何度も往復して時間もコストもかさみます。完璧

な要件書は不要ですが、「このサイトで一番達成したいこと」を一つに絞って自分の言葉にしておくだけで、

提案の質も進行スピードも変わります。発注前に目的とターゲットだけは用意しておくと安心です。

✕ 原稿・写真など素材の準備を軽く見てしまう

デザインや開発以上に、原稿・写真・ロゴといった素材の準備でつまずくケースが多くあります。「素材は後

で渡します」のまま準備が進まず、制作が止まって納期が延びることは珍しくありません。写真撮影や原稿

作成を制作会社に依頼すると追加費用になる場合もあるため、どちらが何をどこまで用意するかを最初に決

めておくことが大切です。手元にある素材を早めに棚卸しし、足りないものの手配方法まで話し合っておき

ましょう。

✕ 納品後の更新・運用体制を決めずに発注してしまう

「作って終わり」で発注し、公開後に更新できず放置されてしまうサイトは少なくありません。営業時間や

お知らせの変更、料金改定など、公開後には必ず更新の必要が出てきます。自社で更新するのか、制作会社

に保守を依頼するのか、その費用と対応範囲を発注前に決めておく必要があります。更新のしやすさ（CMS

の有無や管理画面の使い勝手）も、制作前に確認しておきたいポイントです。

発注前に必ず聞くべき質問リスト

この見積もりに含まれる作業範囲と、含まれない作業（別途費用になるもの）を教えてください。?

想定している納期と、その前提条件（当社から提供する素材の期限など）を教えてください。?

修正は何回まで対応いただけますか。回数を超えた場合や、公開後の修正はどのような扱いになります

か。

?



よくあるご質問（FAQ）

写真・イラスト・原稿などの素材は、御社と当社でそれぞれどこまで用意することになりますか。?

完成したサイトのデータや、ドメイン・サーバーの管理権限は当社に帰属しますか。契約終了後にデー

タ一式を受け取れますか。

?

公開後の更新や保守には対応いただけますか。費用と対応範囲（内容更新・不具合対応など）を教えて

ください。

?

スマートフォン表示への対応や、表示速度・検索エンジン向けの基本的な設定は制作に含まれますか。?

制作の進め方（打ち合わせの頻度・連絡手段・確認や承認のタイミング）を教えてください。?

支払い条件（着手金の有無・分割・支払いのタイミング）と、途中でキャンセルした場合の費用の扱い

を教えてください。

?

使用するツールやCMS（WordPressなど）は何ですか。公開後に当社側で自分たちで更新できる範囲

を教えてください。

?

ホームページ制作の費用はどのくらいが目安ですか。Q

ページ数、搭載する機能、デザインの作り込み、原稿や写真をどちらが用意するかによって幅が大きく、

一律の相場を示すのは難しいのが実情です。同じ「ホームページ制作」でも、テンプレートを活用する方

法とオリジナルで設計する方法では費用が変わります。金額を比較するときは、総額だけでなく作業範囲

の内訳を揃えて見比べるのがおすすめです。まず目的とおおよそのページ構成を決めておくと、各社から

精度の高い見積もりをもらいやすくなります。

A

制作期間はどのくらいかかりますか。Q

小規模なサイトと、ページ数や機能の多いサイトでは必要な期間が大きく異なります。制作会社側の作業

だけでなく、原稿や写真の準備、確認・修正のやり取りにかかる時間も納期を左右します。特に発注側の

確認が遅れると、その分だけ全体が後ろにずれていきます。スケジュールを守りたい場合は、素材提供や

確認の期限を含めた進行表を最初に共有してもらうとよいでしょう。

A



WordPressと、STUDIOやWixのようなノーコードツールでは、どちらで作るのがよいで

すか。

Q

どちらが優れているというより、更新の頻度・将来追加したい機能・運用体制によって向き不向きが分か

れます。頻繁に更新したい、機能を拡張していきたい場合はWordPressのような柔軟性が生きる場面が

あり、シンプルなサイトを手軽に運用したい場合はノーコードが向くこともあります。ツールごとに公開

後の更新方法や、他社へ引き継ぐ際のしやすさも異なります。発注前に「公開後に誰がどう運用するか」

を伝えたうえで、自社に適したツールを提案してもらうとよいでしょう。

A

ホームページを作れば問い合わせや売上は増えますか。Q

サイトは公開しただけで多くの人に見てもらえるわけではなく、検索・地図（MEO）・SNS・広告といっ

た「見てもらうための導線」と合わせて考える必要があります。制作はあくまで受け皿づくりであり、集

客の設計が伴って初めて成果につながりやすくなります。成果を確約できるものではありませんが、目的

に合った構成と集客施策を組み合わせることで可能性を高めていけます。発注時に「公開後の集客までど

う考えているか」を確認しておくと、作って終わりを避けられます。

A

完成した後、自分たちで更新できますか。Q

WordPressなどのCMSで作られている場合は、管理画面からお知らせ・ブログ・写真などを自社で更新

できることが多いです。ただし、レイアウトの大幅な変更や機能追加は専門知識が必要になるため、どこ

まで自社で対応できるかは事前に確認しておくと安心です。更新に不安がある場合は、月額の保守契約や

更新代行を用意している制作会社もあります。契約前に、更新できる範囲・操作方法のレクチャーの有

無・保守の費用感まで聞いておくとよいでしょう。

A



印刷用チェックリスト

CHECKLIST ／ 25項目・打ち合わせにお持ちください

費用・見積もりの見方

初期費用・月額費用の内訳が、項目ごとに書面で提示されているか

見積もりに含まれる範囲（ページ数・修正回数・原稿作成の有無）が明記されているか

ドメイン・サーバー・保守など、毎月かかる費用が別か込みか分かるか

公開後の修正・追加ページの料金表があるか

相場と比べて極端に安い／高い場合、その理由を説明できるか

公開後の運用・更新・サポート

自社で文章や画像を更新できる仕組み（CMSなど）があるか

更新を依頼する場合の対応スピードと料金の目安が分かるか

保守・サポートの範囲（不具合対応・バックアップ・セキュリティ更新）が明確か

担当者と連絡が取りやすい体制か（窓口・返信スピード）

公開後の改善提案をしてくれる姿勢があるか

集客・SEO / MEO / AIO の設計

検索で見つけてもらうためのSEO対策が制作に含まれているか

Googleマップ・地図検索での露出（MEO）を考慮しているか

AI検索（ChatGPT等）で引用されやすい構成（AIO）を意識しているか

SNSやその他の集客チャネルとサイトの連携が設計されているか

問い合わせ・予約などのゴールへの導線が分かりやすく設計されているか



契約・データ・権利

ドメイン・サーバーの契約名義が自社になっているか（または移管できるか）

制作したデータ（デザイン・原稿・画像）の権利や引き渡し条件が明記されているか

契約期間・解約条件・違約金の有無が書面で確認できるか

解約後にサイトが残るのか・消えるのかが説明されているか

他社へ引き継ぐ際に必要な情報（ログイン権限など）を渡してもらえるか

実績・対応品質・提案力

自社と近い業種・目的の制作実績があるか

実績が具体的に確認できるか（公開されたサイトや事例として）

ヒアリングで自社の課題や目的を丁寧に聞いてくれるか

専門用語を分かりやすく説明してくれるか

提案が「作りたいもの」ではなく「成果につながるもの」になっているか



迷ったら、cantikに無料でご相談を。

相模原・神奈川を拠点に、ホームページ制作からMEO・SEO・AIO・SNS・採用支援までを一気

通貫でご支援。「作って終わり」ではなく、問い合わせが増えるところまで一緒に伴走します。こ

のチェックリストの見方も、御社の状況に合わせて無料でアドバイスします。

HP制作 MEO対策 SEO対策 AIO・LLMO 補助金でHP0円

SNS運用

無料で相談する

URLで無料集客診断を受ける

株式会社cantik（相模原市南区南台5-21-17 セレス南台203）

Web： cantik.co.jp　｜　お問い合わせ： cantik.co.jp/contact/

本資料は一般的な発注判断の参考情報です。実際の契約内容・料金は各社の提示条件をご確認ください。© 株式会社cantik


